
　 　 学 校 教 育 法 等 の 一 部 改 正 に 伴 う 組 織 運 営 体 制 の 改 革 に あ た り 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 民 主 的 な 学 内 審 議 を 求 め る 特 別 決 議

　 さ る 五 月 二 一 日 、 「 学 校 教 育 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 」 が 成 立 し た 。 こ の 法 改 正 は 、 昨 年 一 〇 月 の 大 学 審 議 会 答 申

を ふ ま え 、 大 学 の 「 組 織 運 営 体 制 の 整 備 」 を 名 目 と し て 、 外 部 有 識 者 が 助 言 ・ 勧 告 を 行 う 「 運 営 諮 問 会 議 」 の 設 置 を 国

立 大 学 に 義 務 づ け る と と も に 、 学 長 ・ 学 部 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ を 強 化 す る た め 、 執 行 機 関 ＝ 学 長 ・ 学 部 長 と 審 議 機 関 ＝

評 議 会 ・ 教 授 会 の 権 限 を 明 確 に 区 分 す る た め に 行 わ れ た も の で あ る 。 こ れ は 大 学 の 自 治 を 根 本 的 に 脅 か す も の で あ り 、

そ れ ゆ え 、 全 国 の 大 学 関 係 者 か ら 法 案 の 撤 回 、 も し く は 徹 底 し た 慎 重 審 議 を 求 め る 声 が あ が っ て い る 。 熊 本 大 学 で も 、

廃 案 ・ 慎 重 審 議 を 求 め る 署 名 に 数 多 く の 教 職 員 が 賛 同 し 、 と く に 黒 髪 北 地 区 の 三 学 部 で は 教 授 会 構 成 員 の 過 半 数 以 上 が

賛 同 し て い る 。 し か し 、 国 会 審 議 は 衆 議 院 ・ 参 議 院 あ わ せ て 実 質 約 二 四 時 間 に す ぎ ず 、 形 式 的 な 審 議 に 終 始 し た 。 我 わ

れ は 、 全 国 の 広 範 な 大 学 関 係 者 の 声 を 無 視 し 、 拙 速 に 法 改 正 が な さ れ た こ と に 強 く 抗 議 す る 。

　 き わ め て 短 時 間 で あ っ た と は い え 、 国 会 審 議 で は 、 運 営 諮 問 会 議 の 助 言 ・ 勧 告 と 学 内 審 議 （ 評 議 会 ） の 判 断 と で は 後

者 を 優 先 す る こ と 、 評 議 会 の 構 成 ・ 規 模 や 学 部 教 授 会 の 審 議 範 囲 は 各 大 学 の 判 断 に 委 ね る こ と 、 執 行 機 関 は 審 議 機 関 の

決 定 を 当 然 尊 重 す る こ と な ど 、 重 要 な 政 府 見 解 も 示 さ れ た 。 ま た 、 衆 ・ 参 両 院 の 附 帯 決 議 で も 、 運 営 諮 問 会 議 の 制 度 の

運 用 に あ た っ て は 大 学 の 教 育 研 究 の 自 主 性 を 尊 重 す る こ と 、 学 長 ・ 学 部 長 は 評 議 会 ・ 教 授 会 の 審 議 を 尊 重 す る こ と が 明

記 さ れ た 。 各 大 学 は 、 今 回 の 法 改 正 に よ っ て 、 来 年 四 月 ま で に 学 則 を 改 正 し て 、 組 織 運 営 体 制 を 改 革 す る こ と を 迫 ら れ

て い る が 、 八 月 中 に 予 定 さ れ て い る 文 部 省 令 は も ち ろ ん 、 附 帯 決 議 や 国 会 審 議 の 内 容 も ふ ま え 、 法 改 正 の 趣 旨 を 正 確 に

理 解 し た う え で 慎 重 に 学 内 規 則 の 改 正 を 行 な っ て い く こ と が 求 め ら れ て い る 。

　 と こ ろ が 、 熊 本 大 学 で は 、 六 月 二 二 日 の 臨 時 部 局 長 会 議 、 二 四 日 の 評 議 会 に お い て 、 突 如 、 学 長 特 別 補 佐 会 議 の 「 中

間 ま と め 」 の 形 で 、 組 織 運 営 体 制 の 改 革 案 と タ イ ム ・ ス ケ ジ ュ ー ル 案 が 示 さ れ た 。 そ の 改 革 案 は 、 著 し く 学 長 ・ 学 部 長

の 権 限 を 強 化 す る こ と を 構 想 す る ば か り で 、 附 帯 決 議 で 明 記 さ れ た 、 評 議 会 ・ 教 授 会 の 審 議 結 果 を 尊 重 す る こ と へ の 配

慮 は ま っ た く 見 ら れ な い 。 ま た タ イ ム ・ ス ケ ジ ュ ー ル 案 で は 、 こ の 九 月 に は 改 革 の 大 枠 が 決 定 す る よ う に 計 画 さ れ て い

る 。 確 か に 、 学 長 特 別 補 佐 会 議 の 「 中 間 ま と め 」 に は 、 改 革 に 向 け て 「 構 成 員 全 て に 対 し て 正 確 な 情 報 の 提 供 と 構 成 員

相 互 の 意 見 交 換 が 不 可 欠 で あ る 」 と 謳 わ れ て い る が 、 今 後 、 各 部 局 の 意 見 を ど の よ う な 形 で 集 約 し て い く か は 不 透 明 な

ま ま で あ り 、 学 長 ・ 大 学 当 局 の 側 か ら 積 極 的 に 大 学 構 成 員 の 意 見 を 聴 取 し よ う と す る 姿 勢 は い ま だ 見 受 け ら れ な い 。 代

議 員 会 制 度 ・ 副 学 長 設 置 の 学 則 改 正 、 事 務 機 構 の 一 元 化 な ど に 続 き 、 組 織 運 営 体 制 の 改 革 ま で も 、 杜 撰 な 学 内 審 議 で 強

行 す る つ も り だ ろ う か 。 今 回 の 改 革 は 大 学 の 自 治 を 脅 か す 恐 れ の あ る も の で あ り 、 ま た 現 制 度 の 下 で 行 わ れ る 以 上 、 ト

ッ プ ・ ダ ウ ン 方 式 で は な く 、 評 議 会 に お い て 十 分 審 議 し 、 そ の 結 果 を 各 学 部 教 授 会 に フ ィ ー ド ・ バ ッ ク し て 、 民 主 的 か

つ 慎 重 に 審 議 す る の が 、 本 来 あ る べ き 審 議 の あ り 方 の は ず で あ る 。

　 学 内 の 民 主 的 審 議 手 続 き を 軽 視 し た 学 長 ・ 大 学 当 局 の 姿 勢 は 、 こ の 間 の 我 々 教 職 員 組 合 に 対 す る も の と 同 根 の よ う に

思 わ れ る 。 昨 年 来 、 我 わ れ は 、 附 属 病 院 看 護 婦 の 増 員 ・ 労 働 条 件 改 善 の た め に 学 内 措 置 に よ る 二 対 一 看 護 基 準 の 実 現 を

要 求 し て お り 、 学 長 交 渉 の 前 提 と し て 看 護 婦 問 題 の 法 的 制 度 理 解 の 回 答 を 求 め た （ 九 八 年 度 『 赤 煉 瓦 』 第 四 二 ～ 六 、 五

〇 ～ 二 号 ） 。 し か し 、 大 学 当 局 は 我 々 の 要 求 を 黙 殺 し た ま ま 、 い ま だ に 学 長 交 渉 が 実 現 し て い な い と い う 異 常 な 事 態 を

ひ き 起 こ し て い る 。

　 我 わ れ 熊 本 大 学 教 職 員 組 合 は 、 学 校 教 育 法 等 の 一 部 改 正 に 伴 う 組 織 運 営 体 制 の 改 革 に あ た っ て 、 学 内 の 民 主 的 意 思 決

定 手 続 き を 踏 ま え 慎 重 な 審 議 を 行 な う こ と 、 ま た 、 看 護 婦 問 題 の 法 的 制 度 理 解 に つ い て 回 答 を 示 し 、 速 や か に 学 長 交 渉

を 実 現 す る こ と を 、 学 長 ・ 大 学 当 局 に 対 し て 強 く 要 望 す る 。

　 右 、 決 議 す る 。

　 　 一 九 九 九 年 七 月 二 二 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 熊 本 大 学 教 職 員 組 合 代 議 員 大 会


